
かながわ人生100歳時代ネットワーク

「この指とまれプロジェクト」

「シニアのいきがいと地域プロモーションを両立する

神奈川県 における Sail 活用提案」

「株式会社Helte（ヘルテ）」
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Withコロナ時代における



①団体概要
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分断のない活力のある社会をつくる
Create the convivial society over division

We are Helte, This is what we stand for

分断のない活力のある社会に必要なこと、それは、差異を尊重し認め合う関係性
分断は差異(特に文化的差異)を許容できないところからはじまる。(世界は分断を“活用”してこれまて”成長してきたが、それは既に破綻し、新たな価値観の実体化が必要) 

様々な“差異”があるが、Sail では、国籍、年齢、言語、文化の差異に着目する
国籍、年齢、言語の差異を超え、異文化を学び合う(相手の想いや文化を知ることで分断にみえていたものが消失する) 

文化は国ではなく場所(地域)、そしてその場所にいる人に紐づき、言語は文化に紐づく
“文化”はその場所固有に紐づくものであり、文化を知ることは その場所を知ることで、それはその場所にいる人の想いや経験知に宿る、そして言語は文化に紐づく

差異を尊重し認め合う関係性を築くには、経験知の交換、が有用(形式知ではなく、経験知)
差異を尊重し認め合うには“本音”で話すことが必要であり、それは個々人の “生”の経験を語ることで実現できる

密度の高い経験知の交換は1:1かつセレンディピティの出会いでしかできない
希薄なコミュニケーションが充満する世界だからこそ濃密なコミュニケーションに価値があり、それは1:1かつセレンディピティの経験知の交換が基盤になる

Sail の“シニア”は、豊かな経験知をもつ成熟した日本のオトナ
その場所の文化を伝えることができるのは、豊かな経験知をもった成熟なオトナ、である

Sail の提供する価値は、学び合いのループが発生する国際交流プラットフォーム
Sailのプラットフォームは、どの場所であっても展開できるモデルであり、世界中で展開することで世界を分断のない活力のある社会に変える
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ブレークスルーパートナーズ（株）
赤羽 雄二

東京大学工学部卒業。小松製作所に入社し、ダンプトラック
の設計・開発に携わる。１９８３年よりスタンフォード大学
大学院に留学し、機械工学修士、修士上級課程を修了。１９
８６年にマッキンゼーに入社。マッキンゼーでの14年間で１
９９０年には、マッキンゼーソウルオフィスをゼロから立ち
上げる。２００２年、ブレークスルーパート会社を共同創業。
ベンチャー経営支援、中堅・大企業の経営改革、経営幹部育
成、新事業創出に取り組んでいる。著書多数。

Golden Mark Creation 

欧州・欧米で複数の事業を展開。130年の歴史を持つ真
珠のジュエリーブランドMajorica Peral代表。
社会課題を解決する事業への出資や経営改善に取り組ん
でおり、米国にある世界最大級のマイクロファイナンス
企業Kivaの経営改革に従事。
https://www.majorica.com/en

（株）カヤック
CEO 柳澤 大輔

1998年、面白法人カヤック設立。鎌倉に本社を置き、ゲームア
プリ、各種キャンペーンアプリやWebサイトなどのコンテンツ
を数多く発信。
さまざまなWeb広告賞で審査員をつとめる。ユニークな人事制
度やワークスタイルなど新しい会社のスタイルに挑戦中。著書
に「鎌倉資本主義」（プレジデント社）、「リビング・シフト
面白法人カヤックが考える未来」（KADOKAWA）ほか。まち
づくりに興味のある人が集うオンラインサロン主宰。

（株）JMDC
COO 杉田 玲夢

NTT東日本関東病院、東京大学医学部附属病院での研修
を経て、社会的課題に取り組む国内コンサルティング会
社に入社。その後デューク大学ビジネススクールにて
MBA取得後、ボストンコンサルティンググループ入社。
患者によりよい医療をという想いの下、2015年株式会
社クリンタル創業。2018年JMDCによる子会社化に伴
い、COOに就任。

ChatWork（株）
CEO 山本 正喜

電気通信大学情報工学科卒業。大学在学中に兄と共に、EC 
studio（現Chatwork株式会社）を2000年に創業。
以来、CTOとして多数のサービス開発に携わり、Chatwork
を開発。2011年3月にクラウド型ビジネスチャット
「Chatwork」の提供開始。2018年6月、当社の代表取締役
CEOに就任。

代表世話人（株）
杉浦 佳浩

大阪府出身、1963年生まれ。
20代の時に2度の転職を経験。現在数十社を超え
る会社において顧問として、世話人役を務める。
紹介のみで、年間約1000名を超える社長と会い続けている。

https://www.majorica.com/en
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項目 内容

会社名 株式会社Helte

設立年月日 2016年3月22日

所在地 千葉県柏市東上町2-28 第一水戸屋ビル3F

電話番号 050-3358-6892

資本金 130,181,703円

顧問弁護士 樋口国際法律事務所

業務内容 インターネットサービス「Sail」の運営業務

代表取締役 後藤学

経営陣
社外取締役 Claude Ries
社外取締役 桂小川
社外取締役 赤羽雄二

株主構成

後藤学
Golden Mark Creation 
株式会社ウォームライト
株式会社カヤック
赤羽雄二
その他 個人投資家複数名
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伝える歓び！

豊
か
な
経
験
知
を
も
つ

成
熟
し
た

日
本
の
オ
ト
ナ

日
本
文
化
、
日
本
語
に

興
味
関
心
の
あ
る

世
界
の
人

日本語での 会話体験

異文化との 交流体験

経験知の交換
学べる歓び！

世界から 日本から

Sail

人々の知的好奇心、知恵を解放する デジタルプラットフォーム

シニア層～ミドル層を中心とした日本のオトナと世界中の日本のファン/
日本語を学びたい世界の人が、オンラインでつながり日本語で会話できる日本語での

グローバルコミュニケーション・アプリ
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Sail交流会
オトナ同士の交流をプロデュース・オトナのコミュニティ化

世界の若者も交えての交流会等のリアルイベントを開催する

自然発生する生の交流
世界のユーザーが訪問・対面でのコミュニケーション
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個人ユーザーは自然流入のみで増加を続けている

プロジェクトへの

参加国 118ヶ国

登録ユーザー 8,467人

登録ユーザー数 4,520人

学生ユーザー (世界) 日本人ユーザー (国内)

導入教育機関 バンコク市内 12 大学 ハノイ市内 18 送り出し機関 ヤンゴン市内 3 語学学校

②事業の概要
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会話数も順調に推移しており、かつ2018年～2019年は一気に増加した

Sailを使用しての

総会話数

100,000会話以上

会話数も順調に推移しており、かつ2018年～2019年は一気に増加した

Sailを使用しての
総会話時間

40,000時間以上

②事業の概要



②事業の概要

• 経費

ライター/1記事： 15,000～20,000円（文字数によって変動/１記事3,000文字前後）

カメラマン/ 1記事： 20,000円（10カット）

人件費（Helte専属マネージャースタッフ1名）： 250,000円/月
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オフライン交流会（孤立からの脱却）

オンライン交流会（ITリテラシーの向上）

リアルな国際交流（インバウンド）

Sail による異文化交流（社会参加、いきがい付与）

③事業に期待する効果

11



③事業に期待する効果
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Sail は、社会課題をワンストップで解決するプラットフォーム

◆ シニア健康の維持、向上

- 学びあいの異文化交流で知的好奇心が刺激され、いきがいも得られる
- オンライン、オフライン交流会で仲間ができる
- ITリテラシーの向上につながる

◆ 労働人口の底上げ

- 生の日本語を学ぶことができる
- 日本の文化、慣習を知ることができ、働きやすく、住みやすくなる
- 外国人労働者にまつわる諸課題の解決につながる

◆ 持続的自律的な地方創生アクション

- 生の地域文化をプロモーションすることができる
- アフターコロナ時代の新しい旅のカタチとなる（バーチャルツアーとリアルツアーの融合）

- 地域シニアのいきがいの向上、地域への海外労働者の移住につながる

2020年代の日本社会が抱える課題

◆ シニア健康の維持、向上
- 社会参加機会の減少

→ 介護費の抑制（15～40%）、独居課題の緩和

◆ 労働人口の底上げ
- 高齢化社会

→ 外国人労働者の雇用促進、外国人居住者へ“安心”の提供

◆ 持続的自律的な地方創生アクション
- 観光産業の再構築

→ 関係人口の増加、シニア健康/労働人口課題の解消

コロナで課題感は加速しており、
解決基盤の再構成が必要不可欠

日本のオトナ
4,000名

海外の人
8,000名

（120ヵ国）

学びあいの異文化交流プラット
フォーム

知的好奇心、知恵、経験値



Sail 活用による神奈川県への貢献軸③事業に期待する効果



神奈川県における Sail 活用提案（メディアイメージ）③事業に期待する効果



神奈川県における Sail 活用提案

“シニアのいきがいと地域プロモーションを両立”
Create the convivial society “KANAGAWA” by Sail

藤沢モデルのブラッシュアップ

• オンラインコミュニティの醸成を推進し、シニアの社会参加を促し、孤独/孤立を解消する

ウェビナーを活用したITリテラシーの向上

• Sail をフックにシニアのITリテラシーを向上させる

神奈川県の多様な地域ごとのプロモーションの実践

• 神奈川県の特徴ある地域文化をシニアによる地域アンバサダーを通じて世界に発信し、関係人口を増やす

日本初のモデルとして実践

③事業に期待する効果



④連携を期待するリソース

• Sailでの交流にご参加いただけるユーザーの確保

地方創生やインバウンド施策、地域発信に関心のある

1. 自治体さま

2. 企業さま

3. NPOさま

とのコラボレーションを実施。

地域を発信することでの新たな事業をご検討されている団体さまとの
協業を行うことでwithコロナ時代の新たなビジネス展開を共同で実施。
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⑤事業のスケジュール

• 7月 コラボレーションにご関心のある団体さまとの調整

• 8月 Sailのアカウント発行、Sailでの交流スタート

• 9月 ユーザーの記事作成開始

17
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分断のない活力のある社会をつくる
Create the convivial society over division

We are Helte, This is what we stand for

分断のない活力のある社会に必要なこと、それは、差異を尊重し認め合う関係性
分断は差異(特に文化的差異)を許容できないところからはじまる。(世界は分断を“活用”してこれまて”成長してきたが、それは既に破綻し、新たな価値観の実体化が必要) 

様々な“差異”があるが、Sail では、国籍、年齢、言語、文化の差異に着目する
国籍、年齢、言語の差異を超え、異文化を学び合う(相手の想いや文化を知ることで分断にみえていたものが消失する) 

文化は国ではなく場所(地域)、そしてその場所にいる人に紐づき、言語は文化に紐づく
“文化”はその場所固有に紐づくものであり、文化を知ることは その場所を知ることで、それはその場所にいる人の想いや経験知に宿る、そして言語は文化に紐づく

差異を尊重し認め合う関係性を築くには、経験知の交換、が有用(形式知ではなく、経験知)
差異を尊重し認め合うには“本音”で話すことが必要であり、それは個々人の “生”の経験を語ることで実現できる

密度の高い経験知の交換は1:1かつセレンディピティの出会いでしかできない
希薄なコミュニケーションが充満する世界だからこそ濃密なコミュニケーションに価値があり、それは1:1かつセレンディピティの経験知の交換が基盤になる

Sail の“シニア”は、豊かな経験知をもつ成熟した日本のオトナ
その場所の文化を伝えることができるのは、豊かな経験知をもった成熟なオトナ、である

Sail の提供する価値は、学び合いのループが発生する国際交流プラットフォーム
Sailのプラットフォームは、どの場所であっても展開できるモデルであり、世界中で展開することで世界を分断のない活力のある社会に変える


